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合1シリングほどで行・くことになっている。 J(p. 39)バードによると， 1870年 (M.3)サー ・
ハワ…・パークス犬姿が初めてEI:iもそ訪れることを許可された間洋人とのことである。また，明
治12年7月にはグラント将軍，明治14f!:o1こクロウ，明治18年には荷風lこ影轡そ与えたピエーJレ・











災1 明治 j切に刊行された 13光関係議
M. 14 I El)1[;!lli:ilt縞 (石JIB込者) M.25 日光111級;智之町rn5~f.1日(三島絞殺)
iヨ光山名納記(鬼平金四郎務) M.27 13;)1[;lji織物図録(松村{主主務)
M.15 I 日光山総(小部源三郎議) M.29 日光1i!lj命主守備宝物閥解(;1'上淡兵衛繍)
日光Ilt採j淡路記(栃木県JT綴) M.30 日光山沿裕ru&íìl己(彦坂誠般需品~)
日光名所関会(r!l沢約百長編) 13 )1[;郎建築稔(ご仁科大学編)
M.16 I 日光山紀JWl(大村'1級協綴) 日光(鈴木新兵衛板)
日光松お紀行文(大村史夫撰) 13)1[;の壮観ClW文館繍)
M.18 I 悶〕もはi紀行(小松恨編) M.32 日光 ClI1lt花袋綴)
日光紀iJf.(細川潤ニ良[1扱) 日光I.Li名勝案内記(漁村忠次郎綴)
M.19 I E:I光山英図(鬼平金四郎編) 拡 33 日光(;)色村写深部編)
回光1案内記 CJ:jl村級治説話) 13)1[;山小総(鬼平金四郎総)





M.21 日光山:gn券関絵(錦右秋綴) M.41 日光名所案内記(鈴木氏之Jl)J繍)
M.22 日光関脇(地質問縦) I自主臼光案内記(潟塚采太郎編)*
M.23 日光案内記(英和双箆)サトウ綴 M.44 日光山(燦然護i:~告f)
日光炎術展覧会出品図録(林界総) M.45 日光 (/J、川一真)
日光案内(上村新三郎編)* 日光大級(風俗間報精子守)







ヲql 人 クト 悶 人
M.161戸皮(M.15. 5-16. 4) 41. 036人 168人
M.17 1 (M. 16. 5-17. 4) 35，911 206 
M.18 Ij (M. 17. 5--18. 4) 46，085 374 










大m・宇都宮間の鉄道の開通のことである。その後. IYj治四年 6 月には利娘JII~清認が落成，上II年
から宇都宮:1l'iJが開通し，より…閥均聞の矩絡がなされた。交通機関の発迷については，次2誌に
しく述べるが，ツーリズムをi喚起したことは.Jニ述の外人容の精力1号見ても理解できる。鉄道の
敷設的. 18796f~ (M. 12)に来日したグラント将沼は7月17日の紛， 東京をあとにし， Ea々 日の
夕刻4/1寺に13J¥:;に部殺する。 途中2治している。特別待遇でもありゆとりをもった旅殺とはいえ，
かなりの時1mを要した旅である。また.1877年 (M.10) 6月末に釘光に旅した E.S.モースの
JtF<rliをみると. i日光への旅行…宇都腎までの667イノレを紋よで， それから東に307イノレ近く
を人力1で行くという旅Jであった。 cr日本その日その日J1 東洋文郎. p.41) しかもこの










容がiJlJ祝される。 1891&1二 (M.24)に AHandbook fo1' T1'avellers in Japan (第3版〉がそれで，
イギザスの?レ一社から B.H.チェーンパレン. W. B.メーソン編により出版される針。 ζれ
は外人容の日本旅行熱の現われで‘もあった。
さで，日光における術的役備であるが，者3を参J(夜してもらえばわかるように，外人容あるい
は ~!r5入籍:のためのホテル・旅館の部設が平くから始まる O 余谷ホテ jレについてみてみると，王手く
も明治6，q~に外人容を1担任1 させている O 金谷ホテノレはわが憾で救初のリゾート・ホテルとされて
表3 明治 JijIヨ光のホテル旅館創業年
M. 1 i!3 Ji記 企白 M.22 日 光 ホ ア Jレ
mi )31) 治3 M.24 新井 ヰミ ア ノレ
米 E設 Jh長 針1 M.25 日光金谷ホテル
M.4 鈴 オミ 占長 合白 M.29 会J )3 館
〆品J、 主lt 綴 M.30 災 主を 賞立
M. 6 五z1:}ホテノレ1) 橋本 ;:j， ア Jレ
i議 長止 M.35 … 対 i長
M. 8 大 出子 E量 rt tlJiぇ!i'ホテ Jレ
M. 9 出 I持 Jh記 館 M.37 j二 1'¥'1 長在




M.17 イドホテ 主b i乏 見1) 免3













布教に務めてj汚fこへヴオン博士である O ……この一つの小さなl;J~{II~ 7J~金谷をホテノレ卒業に結びつける始めと
はるとは，その時父も又絞れも恐らく定認識して絞らなかったことと思う引。
18例年 (M.27)上紀 AHandbook fo1' Tmvellers in ]，ゆ仰のilfS4)践にはヨーロッピアン・
スタイルのホテルとして，金谷ホテルヨ光ホテ Jレ，新;11ユホテ Jレ，鈴木;旅館，またlヨオ正式として











ら 19 if:.にかけて，~閥的に鉄道，紛紛，鉱JJ.I苛Ç{ζ 対する企業熱が起こりはじめた。
このIl;'fJ札日光においても 13光鉄道株式会社の発足となってあらわれる。 的措で述べたように，
すでに明治18年 7)j Iこは，日本最初の私鉄会主1:である [=:1;私鉄道会社により，大符・宇都符聞が開
通していた O
日光鉄道の発端は明治19i.l~6 )j 24 日，栃木県上吉1~蛇 llf!鹿沼の加旗開造外33名の:ìlli殺により，めj
*政令村~JJJ資雄に願書が出されたことにはじまる。それは宇都官・今市聞を lヨ光鉄道として開設
したいとの主段であった。 10ヶ月後，明治20年4月に日光鉄道会社が役立される O 発起人の依般
により明治211ド9n 5 []には，渋沢栄一が創立委員長にお{:挙される。先~t六卜年史j Iこは
こうある。
!ヨ光鉄道株式会社ハ，明治二十年四月ノ交，下野ノ有志矢板武 OJ~~J{l)fi7J<の閥均1) 1こ遺書測した人物一一悠者






j狽問民15に宛て助・している。 (M.21. 11. 7 ) 








































を放こうとまミう相談をされた。そのごin寺iヨ光問では， )泣路lζレー Jレをひいて， Li二の引く2誌をそのよlζ2足せて，
走らせて街った。 J.~~では精鋼所の荷物の様な設いものは引き切れなかったからである 1') 。
地元代表として金谷議一郎は設役になるよう{刺訴されたが，辞退し，西!勾奨を推拳した。披
87 



































































大州中米タ '55テ|潟カサル所之ヲ釘u次ニ Ilfj ス Jレト:佼トハ後世ノ渇鍛ヲ今日ニ1~(Jレ人ノ m小説如何ニアラン l!I(ì l浮日
光ノ炎ハ捌洋諸!滋之ニ数~ヲ線Jレヘキモーとヲ保存ス Jレノ気象ノ秘1キハ泌ハ刻洋ニ総Jレナラン余主主ニ日光ニ滋
ヒ保存法ヲ閥フ米シト余法タ 1民感悶テ iヨ光総ヲ îi!ì総シタ Jレ程ナリ今マ保存rt~ノ総挙ア Jレヲ問キ争力賛成セサ
ランヤ云々後援々木会ト応答シブミニ尽力セラレ次テ各!潟公使及，MI:!ご塁手多少ノ隙金賛成-lzラレタリ受託シ氏ノj立
感j湾旋ニ自Jレ乎・.....2)
詳しい人数は不明であるが， 外自主人からの般金の1込は明治17年 4月初日までに 4151なであっ
た。
係先会の経営は努附金20万円 (M.14.6. 1第 l聞大会で30万円に変更)を3ヶ年で募集しそ
の利子により拘設名U9J笥;を修するというものであったのしかし，織金の申込を見でみると 7





































ついては AHandbook for Travellers in Jatanの第4J波(1894年，明治27年)に， Public Park 
として鳥|険法1ζ紀されている。
しかし. /1年代が下って，換問!鵠心は U1"1光と51!:泉j(T. 5)のなかで，この公l認に対して手j殺
しい評価を1ごしているの
公!瀦はi利払会の京芸誌で巡ったのださうだが，人工:(1ゅのつまらないもので.Jt潟へ来ると悠に悶光を総れた








































































ノ、東ニ iヨ )'(;1ねノ名Fî~'ì1'j悶公闘ノ名声刻々タ Jレハ!iUi}\ノ火ヲ綴Jレヨリモ切カナリ…2S1
上述では繁雑になるため， pt;27f.il， ~~28自衛閣議会への締蹴という設い方与をしたが，実際は lヨ
光IlJは衆賀両院に提出している O 問問27笹i貴族院事務報告jをみると賞族院には，諮願灘間「日光
山ヲ大iヨ本情調公樹トナスノ{Lj!Jが2{Ll'l1:¥されている。一つは可決され，一つは取り下げられて
いる。 ζの可決されたf古臨が「悶Irliノ補助ヲ仰キ 1:3:i't U.l 7'公邸ト為スノ儲翻」である O 明治441ド




と思われる o ~271ill衆議践にも「白光 111 ヲ大日本'市ml公開ト為スノ請願J が提出され，明治44年
3月21日付で特別報告第146号として「己ニ院議ニ施テ議決セラレタル法1~it~長建議集又ハ諮麟ト
92 
同 jgノモノハ先例ニ依ワi涜議ニイすセサノレコトトセリ J26) という扱いになったo ζ 
閤賞旗践の I1溺役大公関投段ニ関スノレ態議jの委員会に吸収おれていった27)。
第28回覧強|誌にも「日光山ヲ J所関公隣ト為スノ請願jがiJ¥されたが，その結泉は「委員会ニ於
































大正:Ye年 8)'l171ヨの 1tlil17}( G I }f]許可搬J25) は I~J禅寺湖水により発協を起そうとしたものである 0






































































この臼光足尾関鉄道の{LI'(ま 2 年前の大五百年 2)~ Iこ，日光IsJ長おi4二{別町出向IsJ在住のi蕗人7名
及び鹿沼町長猪野春宮それに同1な設克qJ91'久三三の10名速器で「日光足培i首鉄道布設述JlX; ifi~踏歯:J




日 i された iヨ光開立公関設定の願，建議は，悶立公閣法発許i~どで以下のようであっ
た。錦45罰(会期T.10.12-11.3)の;段族院で rヨ光出ヲ国立大公闘ト為スノ錨蹴J(お井信敬
外100名塾出)，問団衆議続では「大 iヨ光国立公悶~支援ニ関スノレ建議J (松開校三三タト5名)0 ~~50由
(T. 13.12-14. 3)の衆議裁で「日光器立公関投段ニ関ス Jレ建議J(高橋元間決[)外2名)， 
四郎も1汚水n議出身の議員である。これ以後，衆議総での建議になる。第51@]CT.14.12-15. 3) 
には「日光倒立公関設定ニ関スノレ建議J(高橋外1名)，第52簡(S. 1. 12-2. 3)は「陪J(間





地元日光の情況をみると，昭和 4 年 6 月日間こは栃木県~立公翻協会が創設され. 8JHO日に
，書記がr)とまる o 議員は， r県会議員，宇都宮市箆， 関係!sJ;HslJ鋭町村会議員， 日光
二社一寺:健機，関係鉄道的[s動車会社長，下野，下野8々，関策三新聞社長，農二!こ，中央馬銀行
頭取，足尾鉱業所長， 精鋼所長， 関係旅館組合長， Jt他の実業芸誌を綿線し其の員数百十名lこ述
す。j30)





関3'l.公閣法が発布 (5.8.4.1) されるi直前に， 関立公闘協会から『劉3'l.公関東内 i討旅税
とその費用J(5. 8. 3.10発行)が刊行された。rJ認立公憾の広域は正式の指定のI時，始めて決
定するものであるが， 212惑に於では不取敢闘立公悶の選定に当り一応、予定したる広域を僻録し














明治446:f. r 日光 111 ヲ大白木清閑公開ト為スノ諮縮J が山された閥じtr~27談会で「明治記念日
本大公悶創設ノ諮鮪」が耕ねの野本恭八郎という人物から衆質問院に拠出された。衆議院では採
択されず「参考ト去フコトニ決定j3llされ， また.族院の諮j閣委員会でも， r本会議ニ付ス jレ
ヲ袈セスト議決Jされた。
彼はまた明治節創設の締蹴を強1Jf~28議会から IJ:\ しはじめ，ほほ勾Iill l:l:\し続ける。野本の「明治
記念日本大公邸jというのは





















本俗i溺公閲ト為スノ約鰍jについて， 同総， 337)，ヲト 1978 (以下J号数のみを犯す)， 341号 (1978)，344 
号 (1978)357/358合併:号 (1979)。また，日光開立公i認に2言及しているWiIu丸・については， ~IU秘 rl懇立公




心 筋1)波 (M.14)， );(~ 2)波 (M.17)はアーネスト・サトウ， A. G. S.ホウズによる A Handboo!? for 
Travellers in Central & Noγthern Jaj附 1で臼本のql部・ :It.部地方のガイド・ブックであった。この鈎
31波の増補改訂.により合間をカバーすることになった。
5) 金谷災一;ホテルと共lこ七拾Ii.(t~，昭和29主f"'. p. 9 
6) r日光名所閥会jの旅館のl]{!CI立小mi.都1:8.'I'¥'の殴T:ぎ間際，いづみや，紙股，会主!tA設，大のや，泊や
野にJ，$i!ゃ，小林や.tllIl!，市橋，ヌドや， i没河滋， ;hE設.{川底， )法的鐙，升ヌド，湿のや，竹滋， :fm本の
旅館~が記されている。
7) 渋沢栄一{対己資料.~8巻所収， 1協和31&r~ ， p. 639 
8) 7) p:同じ， p. 641 (，安住矧1m虫1兆議総J)
9) 7) !CI河じ， p. 642 (r日本鉄巡株式会社沿郁夫球稿J)
10) 7)に潤じ， p. 640 (r r:l外物倒新報J);(¥193-¥%， M. 21. 9. 6) 
11) (明治二十一年分〕保弘会第七(@])大会臼総(紀明)
12) 出自液23:泥沼錦!1i.明治361，-F p. 40 CW明治lIな期政梁発述史資料J別mt(73) T所収，昭和145{F)
13) 市河市兵衛翁伝，大五15年， p. 207 
14) 金谷;前掲滋， p. 51-52 
15) 13 :YeIlJ役場行政文議;明治三十ニ年一明治四十二基1'"-)，自:務関係
16) 問中混迷全然， tr~ 8巻所lW，務波議.:)苫， 197， p. 421 
17) I司会;m，銘12議所I1文.1978， p. 632-634 
18) 長il~議林野間;守rf~ミ林野j渇五十年決. 113手mMle，p. 321 
19) Iヨ光市役所獄;C係!)t会設立関係議J(向miJfお).明治12&1~
20) C明治+Ii.!.:j:::分)会第ニ路大会13総
21) 13うもすro.:， 下えき， 昭和54年， p. 105 
22) C明治ニ十年・3日係見会第七大会日総
97 
23) 丸Ill~~ ;明治後期・火I即刻京都~<::Îî'をける公閣の創設， 昭和5年日木造関学会務挙大会研究発表現段，
p. 16山17，これは京都の事例を主Bべたものである。
24) 東洋総務新事長，然448号i明治41&:手5月58
25) I臼ヨ光!町HJ役滋文2謁殺3怒5i; q明Ji日i治合閉{十d 問f年可平5ニj月3一寸公ヒT祝r.科て今R即+ω
の綴lにζすベてj収双められている。J) 
26) 
27) 丸山宏;閣支公関投鐙逆数lζ於ける社会・経済史的背公，京大決戦.1'lS55号.1983. p. 274 
28) 27)広間じ.p.280 
29) 27) 1<:同じ.p. 285-288 
30) 下型fl1i*本会報，鈎25J，広昭和4年9月
31) 
32) 野本総八虫1;明治記念日本大公悶，明治43年.p. 2-3 
33) 金|・ヶ谷;r翠Jr.公関投践を銀銭せるー資料・チ!寸絡設の「絡線駁i鶏論J，隣友公邸， 413113'， 1984 
Summary 
Nil<ko句-Choadv引 lcedthe petitions for establishing Nikko Imperial Park many times to 
the Imperial Diet. These petitions can be divided into two periods. The first is the 
period of petitions in the 27th and the 28th Imperial Diet. The second is the period from 
the 45th Imperial Diet to the final establishment Nikko National Park. Petitions for Nikko 
Imperial Park weren't advanced in the interim between two periods. But Nikko city 
o ffice has the petitiona1'Y documents. wh化hwere directly add1'essed to the Presidents of 
botll Houses of the Diet and to the Ministe1' of Inte1'io1' &c.. in the interim period. 
These obstinate petitions about Imperial Pa1'k can be summarized as a policy fo1' thε 
regional economic build-up. 
Bl1t the petitions of the second period mLlst be conside1'ed as one of nationwide move. 
ments fo1' national pa1'ks. It was also the process in which the national economic policy 
began to attach impo1'tance to the modern tourism. 
Imperial Diet did't adopt the petitions in the 27th and the 28th congress. These peti-
tions. which Mayor Nishiyama advanced. we1'e a part of the regional general development 
policy of Nikko region. The tide of modern tourism. which Nikko has much to do with. 
can be felt in the petitions of the 27th and the 28th Diet. Nikko Imperial Forest Depart-
ment has maintained its forests. which had be巴nplanted by Tokugawa Shognate， asNikko 
Imperial Forests. Along with the fo1'ests. Hokokai， an association fo1' protection of Nikko 
scenery. has played an important 1'ole to p1'ese1've the environment of Nikko. 
The develpoment of Ashio Copp町 Minegreatly influenced the tide of modern tourism 
in Nikko. Fu1'llkawa Mining Company improved 1'oads from Nikko to Ashio. Nikko 
Railr・oadwas const1'llcted from Utsl1nomiya 10 Nikko for the transportation of goods in 
1890. And the electric t1'ains run in Nikko in 1910s. 
Pllblic pa1'ks meant in話titlltionsof tbe modern cities. But Imperial Park as a new 
category of (pllblic) pa1'ks appea1'ed in Nikko with a symbolic meaning of Imperial Nation. 
